
〒720-0061　福山市丸之内一丁目８番

「オバケ？」展 新刀・東西の巨匠　虎徹と助広

近現代の福山史 「祈り」と「祭り」 没後200年「阿部正精展～詩・書・画三絶～」 福山刀剣物語

江戸時代、都市形成に伴い二大作刀地となった江戸と大坂。双方を代表する名工、

長曽祢虎徹と津田越前守助広をとりあげます。江戸の虎徹は、明るく健全な地刃を

特色とし、武家文化が色濃く反映した実用性と美観とを兼ね備えた刀剣で知られま

す。一方、大坂で活躍した助広は地鉄の美しさや匂口の冴えに秀でた作風を確立

し、町人文化に呼応するような華やかな作風となっています。本展では、両刀工の作

例を通観し、東西で異なる刀剣の美意識や機能性、刀剣社会の違いを比較してお

楽しみください。

前期：2月21日(日)まで　後期：2月23日(火･祝)から

追悼　松本コレクション

－茶の湯の精華－
10月4日(日)～30日(金)

前期：5月6日(水・休)まで　後期：5月8日(金)から

2027年2月12日(金)～3月28日(日)8月28日(金)～10月18日(日)

夏季所蔵品展「物語る美術」 秋季所蔵品展「絵本と芸術家」 冬季所蔵品展「ウチらのパワー！」
4月3日(金)～6月28日(日) 7月3日(金)～9月23日(水・祝) 9月26日(土)～12月13日(日) 2027年1月2日(土)～3月28日(日)

古今東西、さまざまな呼び名で存在してきたオバケ。絵本や物語にさまざまな姿で描かれ、ふとした

拍子に現れるオバケ。怖いオバケにかわいいオバケ。会いたくはないのに、ちょっと会ってみたい。オバケ

は私たちの好奇心をくすぐる摩訶不思議な存在です。その名を聞いただけでワクワクするマジックワー

ド「オバケ」を、規格外のクリエーションで楽しみ尽くす展覧会を開催します。日本美術におけるオバケ

の歴史、500冊のオバケ絵本など、オバケを探求し作品化する「オバケ」研究所が設立されるほか、

「オバケ屋敷」、「オバケ湯」、オバケに変身する「オバケ工場」など、親子で楽しむ企画も盛りだくさ

ん。見て、感じて、知って、なる。新しさが満載の体験型展覧会です。

7月11日(土)～9月23日(水・祝)

緻密かつ雄大なスケールの滝や崖の作品で知られる日本画家・千住博(1958- )は、

ニューヨークを制作拠点に国際的に活躍しています。千住の制作の根底にあるテーマは、時

間や宇宙、伝統と革新などさまざまで、その画業は多岐にわたるモチーフの変遷を経てきまし

た。本展では《ウォーターフォール》をはじめ、生命の誕生や永遠の時の流れをテーマにした

《湖畔に蜻蛉図》《湖畔初秋図》など、1984年から2023年までの作品26点を厳選してご

紹介します。

10月3日(土)～12月13日(日)

菅茶山の世界・守屋壽コレクション合同展示

菅茶山関係資料の保存修理と福山藩関係資料

日本が誇る文化遺産の代表格である「城」。なかでも近世城郭

に見られる天守や御殿といった建築、そして石垣の迫力と美しさ

は、世界中の人々を魅了しています。本展では、城をめぐる多

彩なテーマの中から「城づくり」を取り上げます。近世の城がどのよ

うに築かれたのか、実物資料を中心に、ビジュアルに分かりやすく

紹介します。

●開館時間／午前９時～午後５時（入館午後４時30分まで）

●休 館 日 ／月曜日 （祝休日の場合、その翌平日)・年末年始

●入館料－常設展／一 般３２０円（２５０円）

　　　　　　　　　　　　　大学生２３０円（１８０円）

備後地方は古くから、い草の生産が盛んで、江戸時代以降、この地域

のい草を用いて作られる畳表は「備後表」と呼ばれ、最高級品として全

国に知られていました。本展では、当館所蔵資料を中心に、備後表の

歴史を紹介するとともに、現在行われている製作技術などの保存・継

承に関する活動もあわせて紹介します。

三原市に所在する佛通寺は、応永４年(1397)に小

早川春平が愚中周及禅師(佛徳大通禅師)を招いて

創建された、広島県を代表する臨済宗の古刹です。

本展では、当館に寄託された佛通寺の貴重な文化財

を中心に、佛通寺の歴史と文化について紹介します。

県内の高等学校で部活動などを通じて収集され、受け継がれてきた考

古資料が当館に寄贈されています。本展では、府中高等学校・福山誠

之館高等学校などから寄贈された考古コレクションを展示し、郷土の歴

史をひもとくとともに、学校教育と考古学の関わりについても紹介します。

通史展示室     「瀬戸内の歴史をたどる」（ミニ展示を2か月ごとに展示替え） ・ 草戸千軒展示室「よみがえる草戸千軒」（通年展示）

5月1日(金)～6月21日(日) ６月27日(土)～８月23日(日) ８月28日(金)～10月25日(日) 10月30日(金)～12月20日(日) 1月2日(土)～２月28日(日) ３月５日(金)～４月25日(日)

１月15日(金)～３月14日(日)

菅茶山と「好古学」

西洋が伝えた近世日本

４月17日(金)～６月14日(日)

不屈の儒学者・門田朴斎

ペリー来航と幕末

※（　）内は２０名以上の団体

※企画展の入館料は別に定めます。

※常設展は高校生までと65歳以上無料

ホームページ　 Twitter

受け継がれる備後表 －畳の歴史と今を探る－ 大本山佛通寺展

10月９日(金)～11月29日(日)

長崎と中国 城絵図と城下絵図

江戸時代・文人の中国趣味 菅茶山と当館収集の近世資料 菅茶山の世界・守屋壽コレクション合同展示

備後名所刷版木と鞆の浦

見て楽しい！日本の城づくり

７月17日(金)～９月６日(日)

仏教と世界地図

菅茶山の世界

守屋壽コレクション

近世文化展示室 ～４月26日（日）

菅茶山と対外関係資料

早春の展示

2027年1月2日(土)～1月11日(月・祝)
後期：6月24日(水)～28日(日)

10月23日(金)～12月13日(日) 12月24日(木)～ 2027年2月7日(日)

5月21日(木)～7月20日(月・祝) 7月24日(金)～9月27日(日) 10月3日(土)～11月23日(月・祝)

人々は、古来より神や仏といった絶対的かつ霊的な存在に祈りを

捧げることで、自身や家族の願いを叶えようとしてきました。その行

為は祭りとして外形化し、各地域に根付いていく中で文化として昇

華されています。この展覧会では、そうした祈りについて、神道や仏

教など、様々なかたちに着目して紹介します。加えて「左義長」や

「はね踊り」、「二上り踊り」といった、福山ゆかりの祭りについても紹

介します。

本年は、福山藩阿部家5代正精没後200年にあたる年です。正精は安永3年

(1774)12月江戸で生まれ、30歳の壮年で福山藩主となります。その後幕閣への道

を歩みはじめ要職を歴任し45歳で老中に就任します。そうした幕政に於ける活躍だけ

でなく、詩・書・画三絶と呼ばれるほどの文化人でもありました。絵画は実に細密で、油

絵、天体と分野は多岐にわたります。菅茶山を取り立てた他、福山藩義倉を設立する

等、後の福山に与えた影響は計り知れません。この展覧会では、そうした正精につい

て、文書、絵画資料を中心に紹介します。

日本刀は平安時代にその様式が定まった、日本を代表する武器です。折れ

ず曲がらずを基本とし、時代に合わせて変化すると共に各地で刀匠が工房

を構え発展してきました。その歴史はこの福山も同様でした。古くは鎌倉時

代、備前から移住してきた初代助国(すけくに)一派が神辺御領(ごりょう)付

近で作刀を始めることで、福山における刀剣の歴史は始まります。2代助国

が大和伝の作刀技術を取り入れることで、この地域の刀剣文化は独特な

進化を迎えます。大和伝と備前伝が混在する、いわゆる〝芦田郡物(あし

だごおりもの)〟の登場です。この度は〝芦田郡物〟のルーツを探ると共に、

鎌倉から現代まで福山、そして備後を中心とした刀剣の歴史を紹介します。

新収蔵品展

人々にとって旅行とは、日常生活から離れ、　非日常を体験すること

といえます。目的は時代や立場により様々で、古くは食料の確保

等、実生活に由来していましたが、江戸時代に入ると街道や宿駅と

いった設備や制度が整えられ、現在でいう「観光」、すなわち娯楽の

側面が強くなりました。この展覧会では、現在の「旅行」に通じる江

戸時代の旅について、絵画や工芸品、文書などを通して紹介しま

す。

2027年1月28日(木)～3月14日(日)

江戸時代の旅

春の展示

パディントンの世界展 世界の中の島田荘司 清張ミステリー　中国地方を中心として

清末民初に上海を中心に活躍した王一亭は、実業家や

書画家として名を残しました。生誕160年の節目に、彼

が得意とした山水や人物、花卉図など、さまざまなモチー

フの作品が一堂に会します。また、師の呉昌碩や、親交

のあった趙子雲、王个簃らの書画篆刻作品もあわせてご

紹介します。

「生誕160年　王一亭の書画」

一緒にかく

古代文字展

ETOをかく

2027新春展

ふくやま書道美術館

臨書展

 ふくやま美術館　TEL(084)932-2345
特別展 特別展 特別展

高校・考古コレクション展

－高校生がひらく郷土の歴史－

夏の企画展 秋の企画展

2026年度（令和8年度） ふくやま文化ゾーン情報(予定)
４月 5月 ６月 7月 ８月 9月 10月 11月 12月 1月 ２月 3月

特別展

2027年1月24日(日)～3月22日(月・休)

小林徳三郎 千住博展
〒720-0067　福山市西町二丁目４番３号 福山が生んだ異才の洋画家、その豊かな軌跡 ―静寂の光、水の鼓動

●開館時間／午前９時３０分～午後５時

●休 館 日 ／月曜日 （祝休日の場合、その翌日)・年末年始

●観覧料－所蔵品展／一般３１０円（２５０円）

※（　）内は有料２０名以上の団体

※特別展の観覧料は別に定めます。

※所蔵品展・特別展ともに高校生以下無料

4月11日(土)～6月7日(日)

小林徳三郎(1884-1949)は福山に生まれ、大正期から1940年代にかけて活躍した洋画家

です。東京美術学校(現東京藝術大学)卒業後、前衛洋画家集団であるフュウザン会(1912-

1913年)に参加し、さらに再興院展洋画部、萬鐵五郎を中心とした円鳥会などに作品を発表

しました。《鰯》《鯵》といった身近な魚を主題とした作品を数多く制作し、40代半ばからは、自身

のこどもたちをモデルに描くようになりました。本展は、代表作《金魚を見る子供》(東京国立近代

美術館蔵)をはじめ、新たに確認された作品を含む300点を超える作品・資料から小林徳三郎

の画業を総覧する、初の大回顧展です。

福山市美術展覧会 第56回世界児童画展 第18回ふくやま子ども「生きる」美術展

前期：6月17日(水)～21日(日)

特別企画展 木下夕爾賞 特別企画展

8月1日(土)～9日(日)

冬の所蔵品展Ⅱ

 ふくやま書道美術館　TEL(084)925-9222

春季所蔵品展「生きもののせかい」

〒720-0067　福山市西町二丁目４番３号

福山市

美術

展覧会

後期：6月

24日(水)～

28日(日)

8月1日(土)～

8月16日(日)

2027年1月2日(土)～

1月17日(日)

2027年1月26日(火)～

2月14日(日)

春の所蔵品展 夏の所蔵品展Ⅰ 夏の所蔵品展Ⅱ 秋の所蔵品展Ⅰ 秋の所蔵品展Ⅱ 冬の所蔵品展Ⅰ
「備後ゆかりの書家たち　―漢字」 「備後ゆかりの書家たち ―かな」 「学校の先生　―中国書画にみる教育者の姿」

ふくやまは「書のまち」といわれるように、漢字・かな・前衛書家が活躍する書が大変

盛んなまちです。福山市名誉市民のかな書家桑田笹舟は、戦後まもなくから書の

普及に尽力し現在の「書のまちふくやま」の礎を築きました。笹舟をはじめ笹舟の子

弟たちは中央書壇で活躍するとともに、地元備後地方においても書家や教育者の

育成に力を入れ、この地には漢字、かな、前衛の書家が数多く生まれていくことに

なりました。本展では、所蔵品を中心に備後福山にゆかりのある書家を、前期では

漢字書家、後期ではかな書家に分け紹介します。

清代後半に活躍した斉白石は、現代中国画の巨匠と評されてい

ます。このほかにも、凌文淵、朱屺瞻らは絵画、書、篆刻などの

分野において、それぞれの研究を自ら深めるとともに、後世に向け

ての指導にも力を尽くしていきます。作家であるとともに教育者とし

ても生涯をかけた人たちの作品を通して、その熱情を感じ取ってい

ただきます。

茶席の床の装飾として掛けられる軸、すなわち茶掛けは、

一期一会のその場所で亭主の思いを代弁する第一の道

具とされてきました。特に禅僧による墨蹟が重用され、後に

侘びの空間にふさわしい茶道第一の道具として登場し、

人々の間で珍重されてきたのです。本展では、鎌倉から江

戸時代までの墨蹟や消息・古筆切など、茶席の掛け物とし

て喜ばれた書を中心に紹介します。

楊守敬は金石学に通じ、古器・古文書の鑑定に詳しく、非常に多く

の著書もあります。1880年清国の駐日公使の招きで日本に渡り、

四年間滞在しました。彼が携えてきた漢魏の碑法帖類は、当時の

日本書道界を一変させたのです。彼に指導を受けた巌谷一六や、

中林梧竹、日下部鳴鶴らは従来の元・明の書法から大きく飛躍し、

今日の日本書壇の基盤となりました。本展では、楊守敬とその影響

を受けた日本の書家の作品を通して、書の変革の姿を紹介します。

当館には書を学ぶ人に臨書していただきたい名品が数多

くあります。日本の古典ならではの流麗、優美な仮名、中

国のスケールの大きな漢字の名品の中から厳選して展示

します。それらの作品中に使われる楷書、行書、草書、隷

書、篆書、かなと様々な書体の作品を通して、文字の変

化の面白さを味わいながら、臨書への意欲を高めていただ

きます。

ふくやま草戸千軒ミュージアム
〒720-0067　福山市西町二丁目４番1号

 広島県立歴史博物館　TEL(084)931-2513

日本の文化は独自に形成されたものではなく、縄文時代からに水田稲作をなどの技術を齎した朝鮮

半島からの渡来人が日本国家の原点を作ったと言えます。また、安土桃山時代には朝鮮半島から多

くの技術者が連れてこられ、日本の焼物技術の発展に貢献しました。しかし明治以降日本が朝鮮半

島を植民地化し200万人以上の人々が日本に定住するようになりました。そして日本の敗戦によって

60万人以上の日本国籍取得者と70万人の特別永住者が日本で暮らしていますが、今日でも「偏

見」や「差別」の解消が課題となっています。私たちは「過去」と正面から向き合うことによって隣人との

「誠信の交わり」とは何かを考えていきます。

ロシアのウクライナへの侵攻は2022年2月24日にロシア連邦がウクライナに軍事侵攻して今年で5

年目に突入します。これは第一次世界大戦より長く、約6年余りにわたった第二次世界大戦に次ぐ

長い戦争になっています。この戦争を体験し、家族が離れ離れにされ長い間日本に避難してきてい

るウクライナ出身のハンナさんの手記とウクライナの子どもたちが描いた絵を基に、一刻も早い戦争の

終結と平和の構築について考えていきます。

部落差別と闘いながら生活し、文化を支えてきた人々の生き様

や地域社会で果たしてきた役割を明らかにし、被差別部落の生

活と文化に対する正しい理解と認識を深めていきます。

戦後８1年を迎えるにあたり、戦争の記憶を風化さ

せることなく「平和の大切さ」を次世代に語り継ぐた

め、今だからこそ問われている一人ひとりの人権への

思いをポスター作品として表現する作品を募集し、

「人権週間」のイベントとして展示します。

北海道の近代化に伴い教育環境の整備が行われてきたましが、その裏では

北海道旧土人保護法が制定され、アイヌと移住者の児童を分離した教育

や、アイヌの児童に対する同化教育など差別を助長する政策がとられました。

これに対して地域社会の指導者として活躍した貝澤ウトレントクらの活動に焦

点を当て人々が教育にかけた思いが今日どのような形で地域に受け継がれて

いるかを紹介します。

松本清張は、北海道から九州まで日本全土を舞台にした多くの作品を書いています。中国地方で

は、「闇に駆ける猟銃」(岡山県津山市)や、「駅路」(広島県可部)、また彼の有名作「砂の器」は

島根県や岡山県が舞台となっています。本展では、中国地方を舞台にした作品を中心に、またそ

れ以外の有名作についても紹介します。

3月19日(木)～5月17日(日)

福山城博物館は、甲冑・刀剣・藩主や城郭に関する文書等、

寄付・寄託を多数受けております。このたびは、感謝の意を込め

つつ、近年新たに収蔵した資料をご覧いただきます。

〒720-0061　福山市丸之内一丁目１番１号

 福山市人権平和資料館　TEL(084)924-6789 企画展 企画展 企画展 企画展 企画展

秋季特別展 企画展 企画展

●開館時間／午前９時３０分～午後５時

●休 館 日 ／月曜日 （祝休日の場合、その翌日)・年末年始

●観覧料－常設展／一般３１０円（２５０円）

※（　）内は有料２０名以上の団体

※特別展の観覧料は別に定めます。

※常設展・特別展ともに高校生以下無料

一次選考通過作品展示

4月17日(金)～6月28日(日)

●開館時間／午前９時30分～午後５時

●休 館 日 ／月曜日 （祝休日の場合、その翌日)・年末年始

●入館料／一般１００円（８０円）

※（　）内は２０名以上の団体

※高校生以下無料

4月19日(日)～6月28日(日) 7月5日(日)～9月13日(日) 9月20日(日)～11月23日(月・祝) 12月1日(火)～2027年1月17日(日) 2027年1月24日(日)～3月28日(日)

 ふくやま文学館　TEL(084)932-7010 特別企画展

●開館時間／午前９時３０分～午後５時

●休 館 日 ／月曜日 （祝休日の場合、その翌日)・年末年始

●観覧料－所蔵品展／一般１５０円（１２０円）

※（　）内は有料２０名以上の団体

※高校生以下無料

〒720-0061　福山市丸之内一丁目９番９号

●開館時間／午前９時～午後５時（入館午後4時30分まで）

●休 館 日 ／月曜日 （祝休日の場合、その翌日)・年末

●入館料／一般５００円（４００円）

※（　）内は有料２０名以上の団体

※特別展の観覧料は別に定めます。

※高校生以下無料

常設展　「福山市および近接市町ゆかりの文学者たち」「井伏鱒二の世界」（通年）

 福山城博物館　TEL(084)922-2117

入賞作品及び

9月18日(金)～11月29日(日)

日本の本格ミステリー界を牽引し続けている福山市出身の作家島田荘司。日本国内で高い評

価を受けていることはもとより、トリックの大胆さ、構成の緻密さなどによって、海外においても注目を

集め、その影響力は世界各地に広がっています。本展では、中国、台湾、韓国、イタリア、イギリ

ス、ロシア、フランスなど各国で翻訳された作品を通して、世界で読まれる島田荘司の作品世界を

紹介します。

春季テーマ展 企画展 企画展

12月4日(金)～12月13(日) 12月25日(金)～2027年3月14日(日)

マイケル・ボンドの児童文学作品『パディントン』シリーズは、1958年に最初の本が刊行されて以

来、世界中で4000万部以上を売り上げ、ラテン語を含む多くの言語で翻訳されています。本展

では、①原作の世界、②映画の世界、③アニメーションの世界、という3つの「パディントン」の世界

を紹介します。世界中のこどもや大人から愛される「パディントン」の世界を楽しんでいただける展覧

会です。

郷土が生んだ詩人・木下夕爾を

しのんで創設された「木下夕爾

賞」の応募作品の中から、入賞

作品30点と一次選考通過作

品を展示します。

「渡来人歴史館」展 「ウクライナの今」 「竹と生きる」 「2026ふくやま人権・平和ポスター展」 「北海道における近代の学校とアイヌ民族」～沙流川流域を中心に～

「茶掛けの書」 「楊守敬が来た　―日本近代書人たちのまなざし」 「学びたい書　―臨書するならコレ！」

4月3日(金)～5月6日(水･休) 5月12日(火)～6月13日(土) 7月3日(金)～8月23日(日)

明治以降、経済・産業を活性化させた福山は、近代都市

へと発展していきます。しかし、福山城天守を焼失する戦

禍に見舞われました。そうしたなかでも福山は復興を成し

遂げ、昭和41年(1966年)には市制50周年を記念し、

「福山城博物館」の誕生を見るに至りました。この展覧会

では、このように変貌を遂げた近現代の福山に焦点を当

て、文書、古写真、絵図などの資料を通して紹介します。

前期：6月

17日(水)～

21日(日)

11月27日(金)～2027年1月24日(日)

ホームページ

ホームページ

ホームページ

ホームページ

ホームページ


